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筑後川局、筑後川上流総合管理所及び筑

後川下流総合管理所は、渇水時における対応強化のため、令和7年12

月11日(木)から筑後川局、筑後川上流総合管理所及び筑後川下流総

合管理所のそれぞれで渇水対策本部を設置していました。 

６月末からの降雨により、主要利水６施設貯留水が80%を超え、各関

係利水者における当面の水利用において支障ないと判断されることか

ら、令和8年度第3回筑後川水系渇水調整連絡会において、7月13日

（月）15時をもって、筑後川水系における渇水調整が解除されることとな

りました。 

これを受け、筑後川局、筑後川上流総合管理所及び筑後川下流総合

管理所に設置していた渇水対策本部を7月13日（月）15時に解散しまし

たのでお知らせします。 

7月13日(月)0時現在 ３ダム(江川ダム、寺内ダム、小石原川ダム)、大山ダム、筑

後大堰】 

ダム名など 貯水量 貯水率 

３ダム 4,036万m3 ※ 約83％（平年値約90%） 

大山ダム 1,100万m3      約100%（平年値約99%） 

筑後大堰 930万m3      約100% 

※ 渇水対策容量を除いた貯水量。渇水対策容量とは、危機管理対策として小石原川 

ダムに緊急水として備蓄される容量 

 



【渇水対策本部による対応】 

筑後川局、筑後川上流総合管理所及び筑後川下流総合管理所では、迅速か

つ的確な渇水対応により貯留水の延命を図るため、関係利水者等と水源情報の

共有を強化すると共に、きめ細やかなダムの操作や節水の啓発活動などを積極

的に実施致しました。 






